
実施状況
次にステップに向
けて期待したい内
容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意義
を踏まえた事業所理念をつくり、管
理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を蜜
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取組みを積極的に伝えながら協
力関係を築くように取り組んでい
る。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地域
密着型介護予防サービス基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束しないケアに取り組んでい
る
○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

コロナ禍で地域との
付き合いは少なく
なっている。現在は
３カ月に１回は外注
を頼み地域との付き
合いを途切れないよ
うにされています。

２ヵ月に１回開催さ
れ、家族や老人会の代
表の方、地域包括の職
員の方が参加され、
ホームの状況などを話
され、意見や情報は
サービスの向上に活か
されています。

市の職員とは電話
などで相談し、ア
ドバイスを頂き、
サービスの向上に
努められていま
す。

玄関は時間を決めて
はいるが施錠せず、
身体拘束のマニュア
ルもあります。又、
法人内の研修に参加
され、周知徹底を図
られています。

法人が実施している研
修に参加。また２ヶ月
に１回虐待の芽チェッ
クリストを実施。自分
自身のケアを振り返り
CW会議で話し合い言葉
の虐待が無いように努
めている。

項目

外部評価自己評価

実施状況

2 2

自
己
評
価

外
部
評
価

Ⅰ．理念に基づく運営

ホーム独自の理念を
フロア内に掲示さ
れ、理念を共有され
ています。又、会議
などでも理念を基に
話し合われていま
す。

法人では身体拘束廃止
宣言をしており、身体
拘束委員会を発足させ
身体拘束廃止宣言を行
うポスターを掲示。今
までに拘束の事例な
し。玄関は日中は鍵を
せず自由に出入り可
能。（9時～17時30

香寿庵独自の理念が
あり、いつでも見れ
るようフロアに掲示
し理念を共有。また
CW会議でも理念に基
づいて話をしてい
る。

以前までは地域での畑
の利用・買物・外食・
地域の祭り・盆踊り等
参加していたがコロナ
禍になり地域との交流
が一旦休止となった。
休止が解除になれば交
流を図る予定。

以前までは法人主催の
餅つき等の行事や安
心・安全・声掛け訓練
を行い認知症の方の理
解や支援方法を地域の
人々に向けて取り組ん
でいたがコロナ禍にな
り実施が出来ていな
い。

2ヶ月に１回第四土
曜日に会議実施。ご
利用者の日常生活の
様子、サービス内
容、リスク、研修内
容を伝えている。質
問等もあり意見交換
を行っている。

5 4

3

4 3

市町村との連携では
加算関係や経営面で
分からない時は相談
しアドバイスを頂い
たりしている。包括
の職員に運営推進会
議に参加して頂いて
いる。

11

6 5

7



○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、それらを反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際の力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会を作り、ネットワー
クづくりや勉強会、相互訪問の活動
を通じて、サービスの質を向上させ
ていく取組みをしている

苦情BOXを設置した
り、面会時や電話な
どで積極的に意見や
要望を聞かれていま
す。そこで出た意見
や要望を運営に反映
されています。

月に１回のCW会議で
意見や提案を聞く機
会をもたれていま
す。又、日頃から何
でも話せる関係作り
がされており、日常
的に意見が出されて
います。

研修等に参加し今後
必要とされるご家族
に説明していけるよ
うに支援している。

入所時又は解約時は
ご家族に充分に説明
を図り実施してい
る。改定の際の変更
等があればご家族に
説明と同意書を交付
し対応している。

11 7

苦情BOXの設置と、ご
利用者・ご家族と会話
の機会を多く持ち会話
の中で様々な意見や不
安なこと疑問に思って
いることを聞き出しCW
会議や運営推進会議で
反映させている。

管理者はCW会議や直接
職員と情報共有し意見
や提案を聞くように努
めて反映できるように
努めている。また代表
者は、連携会議等を通
して参加している職員
の意見等を聞く機会を
設け反映している。

9

10 6

認知症グループホーム
協会主催のグループ
ホーム全国大会に参加
し同業者の取り組みを
視聴したり、ＷＥＢ研
修で同業者と交流し
サービスの質の向上に
努めている。

年２回、職員のやり
がいに繋がるよう職
員の努力や評価でき
る機会を設けてい
る。またCW会議で職
員の意見を吸い上げ
下さっている。

日本認知症グループ
ホーム協会や行政か
らの研修に参加して
働きながらトレーニ
ングができるように
努め各資格を取得で
きるようにしてい
る。

13

14

12

8



○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づ
くりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

入院されたご利用者
の面会や入院し退所
されても退院後の行
先（住まい）のフォ
ローをご家族と情報
共有を行いながら実
施している。

知人や家族の方がホーム
に来られ、窓越しの面会
やZoomでの面会をされた
り、電話やはがきを出さ
れています。又、法人の
デイサービスに知人が来
られている時は会いに
行ったりと馴染みの人と
の関係をもたれていま
す。

ご友人の方を連絡を
取り合っておられた
り、窓越しでの面会
やZoomでの面会でご
家族やご親戚といっ
た方がコロナ禍で
あっても途切れるこ
となく築けている。

計算問題や字合わせ等
個別レクリエーション
を実施の際、１人です
るのではなく職員がご
利用者同士繋ぎ合わせ
会話をしながら一緒に
力を合わせながら取り
組んで頂く環境に努め
ている。

職員と食事準備・お
掃除等役割を持って
頂き、レクリエー
ションの参加を通し
て一緒に過ごし支え
合う関係を築いてい
る。

入所されたご利用者は
環境の変化に不安を感
じられることが多い
為、声掛けや寄り添い
傾聴し安心して頂ける
よう努めている。また
アセスメントシートに
記入している。

入所前の面談時や入
所時に色々な説明を
行っている。ご利用
者の生活の様子や状
況を小まめに情報共
有し安心した生活に
繋げ信頼関係にも努
めている。

17

こちらにお任せではなくご利
用者の安心した生活を築く為
にはご家族の協力が必要であ
ることはお伝えしている。受
診はご家族であったりご利用
者がご家族とお話されたい希
望があればご連絡しお話をし
て頂いている。

面談時にご利用者のリ
スクを把握しご家族の
お話も聞き必要として
いる支援を見極めてい
る。そして入所時にも
観察しご家族と情報共
有を行いながら更に支
援を見極めるよう努め
ている。

8

21

22

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

16

15

18

19

20



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやり意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方、生活環境、これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身
状態、有する力等の現状の把握に努
めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気
づきや工夫を個別記録に記入し、職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサー
ビスにとらわれない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る

入所前に面談を実施
している。その際に
生活歴やこれまでの
サービス利用を把握
しアセスメントシー
トに記載し職員間で
情報共有を行ってい
る。

毎日の生活の様子を
記入し、一人ひとり
の心身の状態を見極
め、総合的に把握す
るように努めてい
る。

ご利用者の近況報告を電話か
面会時で伝え、ケアプランの
変更・更新時はご家族も交え
職員共にケアの在り方につい
て話し合っている。また医療
的ケアについてはDrも参加し
現状に即した介護計画を作成
できるよう努力している。

センター方式を取り
入れて日々の様子を
記入。また、D-5
シートに気付きを書
く事により介護計画
の見直しや情報の共
有に活かしている。

身体的低下や認知症
が進行しても、少し
でも香寿庵で生活を
希望されているご家
族のニーズに添える
ようサービスを考え
取り組んでいる。

入所時にご本人とご
家族の希望や意向を
把握されています。
又、日常の会話など
でも意向の確認を
行っています。

公園の散歩や地域で
の買い物を実施して
いる。コロナ禍に
なってからは一旦休
止している。

ご利用者に安心した
生活を送って頂く為
に、できる事できな
い事の把握、またお
話の中での希望や思
いを探って感じ取り
CW会議にて検討して
いる。

23 9

24

25

２、３ヶ月に１回ケアプ
ランの見直しを行ってい
ますが、状態の変化に
よってその都度話し合
い、現状に即した介護計
画を作成しています。
又、話し合いにはご家族
の意見を聞いたり、法人
内のDrにも意見を聞かれ
ています。

27

28

26 10

29



○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大
切にし、納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援し
ている

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるよう支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早
期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は、そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

重度化した場合はご家
族と話し合いを行い、
意向をお聞きしながら
ケアを実施している
が、重度化の度合いに
よっては他の選択肢と
して特養の申し込みを
伝え、特養入所で退所
になる場合もあり。

避難訓練の実施から学
びマニュアル作成し、
特養併設の強みを生か
しながら災害に見舞わ
れた際にも助け合い協
力体制が整っておられ
ます。

ホーム全体で災害が起
きた際、併設の強みが
生かせない場合の想定
も視野にいれ、最低限
のスタッフ人数での避
難訓練実施または話し
合いを設け、各スタッ
フの意識向上に期待し
ています。

ご家族様と随時話し合
いながら、ご利用者の
日々の身体状況に応じ
た寄り添ったケアの実
施をされております。
身体状況の重度化に対
してもいろいろな選択
肢を提供、支援されて
います。

入所前からのかかりつけ医を
本人・ご家族が希望されてい
る場合はご家族で受診して頂
いている。分からないことが
あればかかりつけ医に相談し
ている。緊急時等は特養併設
の診療所で適切な医療を受け
ておられる。

毎日のバイタル測定
や様子観察で体調の
変化があれば特養併
設の診療所看護師に
相談診て頂き適切な
看護を受けられるよ
う支援している。

特養併設の診療所Drの
往診があり何かあれば
すぐ対応しておられま
す。また、認知症専門
医が往診していただい
ているのでより専門的
で質の高いケアを実施
せれています。

31

入院された場合は、
面会や電話で病院の
相談員や看護師と情
報共有し安心して治
療ができるように努
めている。

30 11

32

33 12

34

緊急時のマニュアル
も備えており、CW会
議等でも話合ってい
る。また法人の勉強
会にも参加。消防署
主催の救命救急の講
習を受けている。

35 13

併設の特養の職員と
共に避難訓練を年２
回実施。災害マニュ
アルも備えているが
地域との協力体制ま
では取り組めていな
い。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライ
バシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

毎食、職員とお話をしな
がら食事を楽しまれてい
る。食べにくい具材等が
あれば一口に切らせて頂
いたり細かくさせて頂い
ている。食事前はテーブ
ル拭き・トレー拭き・盛
り付けを職員と一緒に実
施している。

ご利用者の皆さんとで
きる限り一緒に準備を
されたり食事をされて
います。また、好きな
ものを外注し普段とは
違った楽しみ方を実施
されたり、ご利用者の
誕生日の際はおやつ作
りをして、お祝いをし
皆さんで楽しまれてい
ます。

栄養バランスは管理
栄養士作成の献立で
給食から取り寄せ、
毎食後食べた量・水
分量のチェックを行
い一人ひとりの状態
を考えて支援してい
る。

朝食後・夕食後に口
腔ケアをしており、
できないご利用者に
関しては職員が声掛
けや介助を行う。異
常があれば歯科受診
をしている。

法人内で人格や尊厳の研
修があり参加。またCW会
議でも話合いを行い尊
厳・言葉遣いに気を付け
るように話しあってい
る。また２ヶ月に１回虐
待の芽チェックリストを
実施し自分自身の対応を
振り返り自己覚知に努め
ている。

家事やレクリエーショ
ンの参加の有無をお聞
きしご本人に決めて頂
くように努めている。
自己決定が難しい方は
お話の傾聴等で希望を
察するように働きかけ
ている。

、
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37

２ヶ月に１回虐待の芽
チェックリストを実
施、CW会議で話し合い
により、自己意識の明
白化のより各スタッフ
常日頃から尊厳、言葉
使いや支援に気をつけ
ておられています。

38

39

毎日ご利用者のペー
スに合わせて支援を
希望も伺いながら生
活して頂いている。
特に排泄・入浴・食
事は注意している。

ご利用者はご自分で服
を選ばれる方もいらっ
しゃれば、職員と一緒
に選ぶ方のいらっしゃ
る。コーディネートが
おかしい場合は、尊厳
を傷つけないように着
替えて頂いている。
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○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄パター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や容量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

週２回の入浴実施と要
望や疾患等に応じ対応
されています。また入
浴剤などで入浴を楽し
んでいただけるよう支
援されています。

就寝の声掛けを行い
安心して休んで頂け
る支援を行ってい
る。不安で眠れない
ご利用者には話の傾
聴を行い安心して眠
れるように支援して
いる。

排泄チェック表に記入
しご利用者の排泄パ
ターンを掴み、誘導や
声掛けを行っている。
CW会議にて、ご利用者
の排泄支援方法を検討
したりリハビリパンツ
やパットを見直しも
行っている。

毎朝体操や階段昇降
等を行い便秘の予防
に取り組んでいる。
それでも排便が無い
場合はDr指示のもと
下剤を服用されてい
る。

ご利用者一人一人の排
泄パターンをチェッ
ク、把握し支援するこ
とで、自己排泄能力
アップを視野に入れな
がら個々にあった排泄
方法を常に検討実施さ
れています。

週２回の入浴支援を実
施。必要に応じてシャ
ワー浴もあり。季節に応
じて菖蒲湯や柚子湯を
行ったり入浴剤を入れて
入浴を楽しんで頂けるよ
う努めている。入浴拒否
があれば次の日に入浴で
きるような環境にしてい
る。

47

お薬ファイルにご利用
者が服用されている薬
の薬情を挟んでいる。
またカーデックスにも
服用されいる薬を記入
し把握に努めている。
新しい薬を服用して頂
く場合は症状の変化を
確認。

48

ご家族やご利用者から趣
味等を聞かせて頂いてい
る。縫い物や家事やス
ポーツ等ご利用者に合っ
た楽しみ事をして頂いて
いる。不穏や不安になら
れたご利用者には散歩等
行い気分転換の支援をし
ている。
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○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援している

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている
○共用空間における一人ひとりの居
場所づくり
　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な
環境づくり
　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

ご自身の席を確保し
つつ、ソファへの移
動を可能として気の
合う方と話せる空間
を確保している。

お家で使用されている
タンス・イス・写真・
置物を置いて頂いてい
る。居室でも家に居る
ような空間になるよう
に努めている。過去に
は仏壇や化粧台を置か
れていた方もいた。

香寿庵内では自立した生活が
送れるように手すりを設置し
ている。一時的に車椅子が必
要になっても併設している特
養のエレベーターを使用。で
きるだけ香寿庵で自立した生
活ができるように支援してい
る。

ご利用者の使い慣れた
物を使用していただく
ことで安心で居心地よ
く過ごしていただける
よう支援されていま
す。

55
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リビングにはソファー
がありゆったりと過ご
せる空間があり、窓か
らは自然と日光がはい
りゆったりとした雰囲
気です。またご利用者
が作った作品や季節に
ちなんだものなど飾ら
れています。

リビングに小物やお
花を置く事によって
家庭的な雰囲気にな
るように努めてい
る。ソファもありTV
を見ながら談笑し
ゆったりと過ごされ
ている。

香寿庵としてはご利
用者の現金所持は控
えて頂いている。ど
うしても必要な場合
はご家族と一緒に
使って頂いている。

ご本人から電話の希
望があれば電話でお
話して頂いている。
手紙も送られてきた
場合は本人にお渡し
しお礼の電話をされ
ている。
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50

帰宅願望のご利用者に
は散歩や買い物を一緒
に行っている。またご
家族と外食やお墓参
り、親戚の家に行かれ
たりされていた。コロ
ナ禍になってからは外
出は控えている。

コロナ渦で外出ができ
ない中でも、法人敷地
内を散歩されたり、外
に出る機会を作られて
います。



Ⅴ　アウトカム項目

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

63
職員は、家族が困っていること、不安
なこと、求めていることをよく聞いて
おり信頼関係ができている

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

64
通いの場やグループホームに馴染みの
人や地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮ら
している

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き
生きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

60

56

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

職員は利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

利用者と職員が、一緒にゆったりと過
ごす場面がある

57

①毎日ある
②数日に1回ある
③たまにある
④ほとんどない

利用者は、戸外の行きたいところへ出
かけている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応
じた柔軟な支援により、安心して暮ら
せている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面
で不安なく過ごせている



〇

〇

〇

〇

67
職員から見て、利用者はサービスにお
おむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

68
職員からみて利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

65

運営推進会議を通して、地域住民や地
元の関係者とのつながりの拡がりや深
まりがあり、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない


